






















































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 42 号（2017 年 11 月 17 日）
　②　共に考える仲間集団（共通目標を持つ学
　　　生）による子ども理解の深まり
一般的に初学者は目の前の課題の直接
的な解決方法に飛びつきがちである。し
かし対症療法は一時しのぎに過ぎない
ことは多く，子ども理解の視点そのもの
を深めていくことが必要である。共通の
目標を持つ学生同士の振り返りは，他者
の理解との相違などから子ども理解を
深める機会となる。
　③　基礎的データの提示や理論との突き合わ
　　　せを牽引する立場の教員
対等な学生同士が，同様の実践性を土台
とする振り返りを行うことは，②のよう
に大きな意義があるが，視野の狭さや表
面的考察に終わる危険性を伴う。その点
で，理論的基盤をもつ教員が必要に応じ
て介入し，基礎的理論を提示するといっ
た補足支援が必要となる。
2.4　教育現場体験についての課題
（1） 教員養成上の位置づけ
　学校ボランティアの有効性は教員養成の中で
認められ，学校インターンシップとして教育実
習の一部に取り込むことが可能となった（平成
19年度入学者より）。
　その一方で，開放性システムの大学において
は，所属する学科の特徴により日常的な教育現
場体験に取り組みやすいところ，難しいところ
と実情は様々である。
　また，教員養成システム上位置づくから「や
らねばならない」のではなく，自ら選択して能
動的に取り組むからこそ現場体験の学びは深ま
るのである。4年間の学生時代をどのように構
築していくか，学生自らのキャリア形成の中で
考え組み立てていく姿勢を育てること，その際
に日常的に相談にのれる教員養成体制が必要で
ある。
（2） 教員採用との連動について
　現在地域の教育委員会と大学との連携が重視
され，その連携のあり方が模索されている状況
にある。人はどの発達段階においても移行期に
葛藤を抱えやすく，スムーズな移行を支援する
連携に重きが置かれるようになってきた。幼小
連携，小中連携をはじめ，教員養成段階と社会
人（教師）段階の移行期も同じ課題上にある。
また，社会のあり方自体が変容し，初任教師が
現場で時間をかけて育つだけのゆとりがなく
なってきていることもある。
　しかしながら，連携の実態が社会人段階から
要求するものを一方的に大学段階に卸してくる
ということではないだろう。大学生という青年
期段階に悩み試行錯誤し，青年自身が選択して
いくことを重視することは，青年が葛藤しつつ
大人へと成長する重要プロセスである。
　「教員になる道筋はこれしかない」といった
画一性に学生が早くからからめとられると，結
果として学生を型にはめすぎる危険性をはら
む。
　このような課題を認識した連携を模索してい
かねばならない。
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